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図1．象牙質接着界面とフッ化物拡散性の評価 

試料の作製方法はウシ歯冠象牙質を＃2000まで耐水研磨紙にて研磨した後、5×5mmに切り出し15分間

超音波洗浄し被着面とした。ペースト/ペーストタイプ光重合型セメントではセルフコンディショナー（4-MET、

HEMA、エタノール、水）を塗布、10秒後に弱エアーで乾燥させたものと歯面処理なしの2つの条件を設定

した。フジⅡLCでは、キャビティーコンディショナーを10秒間作用させ、水洗、乾燥した.ペースト/ペーストタイ

プ光重合型セメントの採取は、専用のディスペンサーを用いて行い、フジⅡLCは、標準粉液比（P/L＝3.2/1.0）

を計量し、業者指定時間練和後、歯面に塗布し、20秒間の光照射を行った。試料を37℃精製水中に1日、1週、

1ヶ月保管後、接着界面に対して垂直に切断、注水下にて耐水研磨紙とダイヤモンドペースト1um、1/4umを

用いて研磨を行い、アルゴンイオンエッチングを施した後、SEM観察を行った。次に、EPMA-8705（Shimadzu）

にマッピングシステムを接続し、接着界面のCaとFの点面分析を行った。加速電圧20Kv試料電流15nAで

計測した。 
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フッ化物の測定方法 
D：象牙質 
S：接着界面 
DD：フッ化物の拡散深度 
G：グラスアイオノマーセメント 
P：線分析におけるFの信号強度 

新規ペースト/ペーストタイプ光重合
型グラスアイオノマーセメント 
GC社より上市されたフジフィルLC、フジ

フィルLCフローは、ペースト／ペースト

タイプにより構成された光重合型のグラ

スアイオノマーセメントであり、従来の粉

液タイプよりも練和性や操作性が大幅に

改善され、専用のディスペンサーによりカー

トリッジからペーストを採取することで、

安定した硬化体が得られる利点を有して

いる。さらに、両セメントは、従来のセメン

トより透明性が大きく改善されている。ま

た、レギュラータイプのフジフィルLCは、

従来製品と同様な粘ちょう度で、カリエス

リスクの高い歯頸部の充填に適している。

一方、フロータイプのフジフィルLCフロー

は、優れた濡れ性および流動性をもつこ

とから、GCフィリングインスツルメント

No.00などの先端の細いインスツルメン

トを用い窩洞に流し込むように充填する

ことができ、MI（Minimum Intervention）

に基づく歯質切削量を最小限に抑えた小

さい窩洞への充填に最適である。特に知

覚過敏を伴う根表面への優れたシーリン

グ効果も期待できる材料である。 

フジフィルLC・フジフィルLCフロー
の象牙質接着界面とフッ化物の象牙
質拡散性 
新規ペースト／ペーストタイプ光重合型

グラスアイオノマーセメントであるフジフィ

ルLC、フジフィルLCフローの象牙質接着

界面および象牙質へのフッ化物（F）拡散

性を図1に示した方法にて試料作製後、

評価した。なお、コントロールとして、粉

液タイプの光重合型グラスアイオノマー

セメントのフジⅡLCを用いた。 
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図2．象牙質接着界面SEM像（×5000） 

図3．フッ化物のマッピング像 

図4．フッ化物イオンの徐放量 表1．光重合型グラスアイオノマーセメントのフッ化物拡散深度 

精製水1週間保管後のフッ化物イオンの象牙質への浸透図 

フジフィルLCフロー フジⅡLCフジフィルLC

フジフィルLCフロー フジⅡLCフジフィルLC

  1日後 1週後 1ヶ月後 

 フジフィルLC 5.54±1.20 8.62±2.53 9.44±0.96 

 フジフィルLC（歯面処理なし） 6.71±0.60 7.73±2.40 9.89±0.87 

 フジフィルLCフロー 5.77±0.35 7.84±0.83 10.79±2.53   

 フジフィルLCフロー（歯面処理なし） 7.38±0.19 8.34±0.97 11.34±1.57   

 フジⅡLC 6.32±3.14 7.28±1.89 9.70±2.61

（μm : mean±S.D.） 

第121回 日本歯科保存学会（2004年秋）で発表された内容をまとめたものです。 

1．象牙質接着界面 

図2に各種グラスアイオノマーセメントの

象牙質接着界面のSEM像を示す。キャ

ビティーコンディショナーで10秒間処理、

水洗後、填塞したフジⅡLCでは、接着界面

に約1μmの明瞭な樹脂含浸層様構造物

が観察された。 

これに対して、付属のセルフコンディショナー

で10秒間処理、乾燥、材料填塞後に硬化

させたフジフィルLC、フジフィルLCフロー

では明瞭な構造物は観察されないもの

の良好な接着状態を呈していることが観

察された。また、1ヶ月水中保管後でも良

好な接着状態を維持していることが確認

された。 

本セメントの接着機構は、グラスアイオノ

マーセメント本来の接着を主体とするが、

マイルドなセルフエッチング作用を持つ

4-METにより僅かに脱灰された歯質に、

水溶性メタクリレート（HEMA）等のレジ

ン成分が含浸し、非常に薄い樹脂含浸層

様構造物が形成されていると推測され、

歯質接着をより安定にしているのではな

いかと考えられる。さらに、HEMAと共

重合が可能な4-METは、材料自体の硬

化（重合）時、歯質のCaと反応すること

で接着の向上に有効に働いているので

はないかと推測される。 

 

2．フッ化物（F）徐放量と象牙質拡散性 

グラスアイオノマーセメントにおけるフッ

化物徐放性は、本材料がバイオアクティ

ブな齲蝕治療材料として位置付けられる

最も重要な特性である。特に、歯質へのフッ

化物取り込み、拡散の評価は、隣接歯質

の耐酸性向上の点で、溶出フッ化物イオ

ンによる脱灰抑制や再石灰化とともに、フッ

化物徐放性材料の重要な指標である。 

37℃精製水中に1日、1週、1ヶ月保管後

のフッ化物の象牙質拡散深度を表1に、3

種材料の1週保管後の代表的なFのマッ

ピング像を図3に示す。 

フジフィルLCのフッ化物徐放量は、供試

材料中最も大きく、フジフィルLCフロー

もフジⅡLCに匹敵するフッ化物徐放量（図

4・GC資料）が示されている。 

また、すべての材料で象牙質へのフッ化

物の拡散は経時的に増加し、フジフィル

LC及びフジフィルLCフローにおける1ヶ

月水中保管後のフッ化物の平均拡散性は、 

フジⅡLCと同等以上の拡散が示されて

いる。 

さらに、セルフコンディショナーによる歯

面処理はフッ化物の拡散に影響を与えな

いことが示された（表1）。 

以上の結果から、従来のものよりも格段

に優れた操作性を有する新規2種ペース

ト／ペーストタイプ光重合型グラスアイ

オノマーセメントであるフジフィルLC、フ

ジフィルLCフローは、優れたフッ化物徐

放性、象牙質拡散性ならびに良好な歯質

接着性を持つ修復材料であることが考え

られる。 


